
令和６年度生涯学習振興・社会教育行政関係職員等研修 

【社会教育士・社会教育主事等研修（第１回）】実施要項 

 

１ 趣旨  

県内市町の社会教育士としてのそれぞれの専門性に基づく多様な実務経験や、教育行政職員の社

会教育主事等の職務に対応した研修を実施し、職員としての専門的な知識・技能、資質の向上を図

る。また、地域の社会教育人材がそれぞれの専門性と相互のつながりを活かして活躍することがで

きるよう、社会教育人材ネットワークの構築・活性化を図る。 

 

２ 主催  

広島県教育委員会（広島県立生涯学習センター） 

 

３ ねらい 

社会教育士・社会教育主事（専門的教育職員）として常に更新しておくべき次の資質・能力の向

上を図る。 

○ 最新の施策動向や先駆的取組に関する新たな知識 

○ 多様な主体と連携・協働を図りながら、学習成果を地域課題解決等につなげていく能力 

○ 学習者の主体的な学びや地域社会への参画を促し、多様な特性に応じて学習を支援する能力 

 

４ 研修テーマ 

  ウェルビーイングを実現する生涯学習・社会教育～住民が主体的に参加する地域づくり～ 

 

５ 対象及び定員 

 (1)  対象 

ア 社会教育主事（発令者・有資格者） 

 

 

 

イ 社会教育士 

ウ 市町の生涯学習振興・社会教育行政関係職員等 

例：自治体や組織の中核として生涯学習振興・社会教育関係の施策・事業を進めている方 

（主任、主事、公民館職員等） 

エ 上記以外で首長部局職員等地域づくりや啓発事業・講座等の企画運営を担当している方 

例：地域リーダーの育成やまちづくりワークショップを担当する地域政策課・関係施設職

員、家庭教育支援を担当する福祉課・関係施設職員、地域おこし協力隊等 
 

 (2) 定員 

50名程度 

 

６ 実施方法 

  集合・対面 ※講義のみ、オンライン受講可とする。 

 

７ 会場 

広島市青少年センター第一集会室（広島市中区基町５番61号） 

 

 

 

※本研修は，社会教育法第９条の６（社会教育主事及び社会教育主事補の研修）に基づき実施する研修です。各市町

の「社会教育主事発令者」は可能な限り、受講してください。 



８ 日程・内容 

  【第１回】７月25日（木）13:00～16:30【受付・ログイン12:30～】 

時間 内容 講師等 

13:00～13:10 開会行事、オリエンテーション  

13:10～14:40 

[講義] 

「ウェルビーイングを実現する生涯学習・社

会教育～住民が主体的に参加する地域づく

り～」 

日本女子大学人間社会学部教育

学科 

准教授 荻野 亮吾 

14:50～16:20 
（休憩含む） 

[実践交流] 
○事例発表 
「よそもの・ワカモノとつくる地域づくり
のお手伝い「地域貢献活動支援事業～基
町ハロウィン交流会」」 

広島市青少年センター 
「相互教育の実現に向けたコーディネータ
ーの役割について」 

廿日市市串戸市民センター 
○テーマトーク 
 「住民が主体的に参加する地域づくり」 

【事例発表者】 

広島市青少年センター 

社会教育主事 藤井 千夏 

 

廿日市市串戸市民センター 

社会教育士 福松 拓誠 

 

【コーディネーター】 

広島県立生涯学習センター職員 

16:20～16:30 事務連絡、閉会行事  

 

９ 受講申込 

(1) 申込方法 
各市町担当課で別紙受講申込書（Excel）に取りまとめの上、電子メールで申し込んでくださ

い。 
 

送信先メールアドレス：sgcshinkou@pref.hiroshima.lg.jp 

 

(2) 申込期限 
   令和６年７月４日（木） 

※受講申込が多い場合は人数を調整させていただくことがあります。 

 

10 問合せ先 

広島県立生涯学習センター 

〒730-0052 広島市中区千田町三丁目７番47号 

電話 082-248-8848 ファクシミリ 082-248-8840 

電子メール sgcshinkou@pref.hiroshima.lg.jp  

 

11 会場周辺図 

 
※会場に駐車場はありません。近隣の有料駐車場を御利用いただくか、公共交通機関でお越しください。 

【広島電鉄】 

「原爆ドーム前」下車徒歩３分 

 

【アストラムライン】 

「県庁前駅（地下街シャレオ内）下車徒歩 10 分 

 

【市内バス】 

「広島バスセンター（そごう内）」下車徒歩 10 分 

mailto:sgcshinkou@pref.hiroshima.lg.jp

